
 

 

 

 

暑さも日々増して、本格的な夏の訪れを感じます。夏休みまであと半月になりました。長い夏休みの間、

安全に楽しく過ごせるように、ご家庭で「夏休みの過ごし方」について話題にできるとよいです。観察や実験

を続けることや、普段できないことにチャレンジするのにもよい機会だと思います。 

思い出を振り返ることは、ことばを育てる良い機会となります。夏休み明けの子どもたちの話を楽しみに

しています。 

  

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

                                                               

 

 

 

 

  

                                          

                                                              

 

 

 

 

 

令和 8 年 第３号 

千葉市立院内小学校 

吹いたり吸ったりして遊ぼう  

口周りや、舌の発達を促し、発音に効果  

もこもこおばけ ビニール袋に、

油性ペンでおばけの顔を描く。袋に

空気を入れ、漏れないように、セロ

ハンテープで留める。コップの底に

「＊」の形の切り込みを入れて、ス

トローを内側から通す。ストローを

コップに、セロハンテープで張り付

けて固定する。 

 ピンポン玉レース テーブルの上に置い

たピンポン玉（または丸めたアルミホイル）

をストローで吹いてゴールまで運ぶ。 

紙皿の吹きごま 

紙皿に 16 本の線を

書き、ハサミで切

る。切った部分を三

角に折って立ち上げ

る。真ん中に息を吹

いてくるくる回して

遊ぶ。 

泡作りマシーン ペットボトルを

上部１/3 を切って使う。切り口にタ

オルハンカチをかぶせて輪ゴムで留

める。洗面器などにボディーソープ

や、シャンプーを溶かし、浸してか

ら吹く。（こけし型ミニボトルにスト

ローの束を入れたのもよい） 



 

 

 

 

 

 

ストローくじ引き 

コップに折り紙の紙

片（キャラクターなど

の絵や、点数もよい）

を入れ、それを息を吸

ってくっつけて引き

抜く。 

ストロー吹き矢 1 本のストローの上部にハ

サミで 2ｃｍ程度の切り込みを 4 カ所入れる。

もう 1 本のストローの上部内側に差し込む。イ

ラストのように、ストローの曲がる部分で折っ

て、セロハンテープで貼り合わせる。綿棒をス

トローの奥まで差し入れ、反対側から息を思い

っきり吹き込んで飛ばす。 

吹き絵アート 画用紙に垂らし

た絵の具にストローで息を吹きか

け、模様を広げて絵を描く。 

夏休みをいかして 

ことばをふやそう  

＜日記を書く＞  外出先では、チラシやガイドブック、パンフレットをもらい、見たり、体験したりした

ことを写真や文字で、確認できるようにしておくと日記が書きやすくなります。思い出して書くことで、

経験と語彙がつながり、自分のものになりやすいです。 
  

＜本を読む＞  さまざまなジャンルの本を読むことをお勧めします。特定の分野に詳しいのもいいで

すが、多様なジャンルだと語彙が広がります。 
 

＜多様な人と会話をする＞  相手との会話の中で、「おもしろい」「すてきだ」と感じる言葉の言い回

しや表現を、自分の会話の中で取り入れていくことで自分自身の世界も広がりますし、語彙のレパー

トリーも増えます。 
 

＜気になった言葉をメモして調べる＞  これってどういう意味だろう？と思った言葉を調べると、語

彙が豊かになります。子供も大人も「？？」が分かると嬉しいですね。 

生活のアイディア編 子育てプラザ 参照 
https://www.todai-online.com/category/seikatu-idea 

グロービス経営大学院 語彙力を鍛えるには量と質が大事！語彙力

を高める４つの方法 参照 https://mba.globis.ac.jp/careernote/1345.html 


